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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　優先度が高い第１のアラームとこの第１のアラームよりも優先度が低い第２のアラーム
とを含む優先度が定められた複数のアラームの発生状態を画面上に定められた１つの表示
領域において表示するアラーム表示装置であって、
　前記第１のアラームが発生した場合、前記表示領域を前記第１のアラームに対して定め
られている第１の色で点滅表示させる第１の表示処理手段と、
　前記表示領域の前記第１の色での点滅表示中、前記第１のアラームの発生元が確認され
た場合、前記表示領域の前記第１の色での点滅表示を前記第１の色での点灯表示に変更す
る第２の表示処理手段と、
　前記表示領域の前記第１の色での点灯表示中、前記第２のアラームが発生した場合、前
記表示領域を第１の表示領域と第２の表示領域とに分け、前記第１の表示領域を前記第１
の色での点灯表示とし、前記第２の表示領域を前記第２のアラームに対して定められてい
る第２の色での点滅表示とする第３の表示処理手段と
　を備えることを特徴とするアラーム表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載されたアラーム表示装置において、
　前記表示領域を前記第１の表示領域と前記第２の表示領域とに分けてのアラームの表示
中、前記第２のアラームの発生元が確認された場合、前記第１の表示領域と前記第２の表
示領域とに分けられている表示領域を元の１つの表示領域に戻し、この１つに戻された表
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示領域を前記第１の色での点灯表示とする第４の表示処理手段
　を備えることを特徴とするアラーム表示装置。
【請求項３】
　請求項２に記載されたアラーム表示装置において、
　前記表示領域を前記第１の表示領域と前記第２の表示領域とに分けてのアラームの表示
中、前記第１のアラームよりも優先度が低く前記第２のアラームよりも優先度が高い第３
のアラームが発生した場合、前記第２の表示領域を前記第３のアラームに対して定められ
ている第３の色での点滅表示とする手段
　を備えることを特徴とするアラーム表示装置。
【請求項４】
　請求項１～３の何れか１項に記載されたアラーム表示装置において、
　前記表示領域にこの領域がアラームの発生状態を通知する領域であることを示すマーク
を表示する手段
　を備えることを特徴とするアラーム表示装置。
【請求項５】
　請求項１～４の何れか１項に記載されたアラーム表示装置において、
　発生元が確認されていない前記アラームの総数を未確認数として求め、この求めた未確
認数を前記表示領域に表示する手段
　を備えることを特徴とするアラーム表示装置。
【請求項６】
　優先度が高い第１のアラームとこの第１のアラームよりも優先度が低い第２のアラーム
とを含む優先度が定められた複数のアラームの発生状態を画面上に定められた１つの表示
領域において表示するアラーム表示方法であって、
　前記第１のアラームが発生した場合、前記表示領域を前記第１のアラームに対して定め
られている第１の色で点滅表示させる第１の表示処理ステップと、
　前記表示領域の前記第１の色での点滅表示中、前記第１のアラームの発生元が確認され
た場合、前記表示領域の前記第１の色での点滅表示を前記第１の色での点灯表示に変更す
る第２の表示処理ステップと、
　前記表示領域の前記第１の色での点灯表示中、前記第２のアラームが発生した場合、前
記表示領域を第１の表示領域と第２の表示領域とに分け、前記第１の表示領域を前記第１
の色での点灯表示とし、前記第２の表示領域を前記第２のアラームに対して定められてい
る第２の色での点滅表示とする第３の表示処理ステップと
　を備えることを特徴とするアラーム表示方法。
【請求項７】
　請求項６に記載されたアラーム表示方法において、
　前記表示領域を前記第１の表示領域と前記第２の表示領域とに分けてのアラームの表示
中、前記第２のアラームの発生元が確認された場合、前記第１の表示領域と前記第２の表
示領域とに分けられている表示領域を元の１つの表示領域に戻し、この１つに戻された表
示領域を前記第１の色での点灯表示とする第４の表示処理ステップ
　を備えることを特徴とするアラーム表示方法。
【請求項８】
　請求項７に記載されたアラーム表示方法において、
　前記表示領域を前記第１の表示領域と前記第２の表示領域とに分けてのアラームの表示
中、前記第１のアラームよりも優先度が低く前記第２のアラームよりも優先度が高い第３
のアラームが発生した場合、前記第２の表示領域を前記第３のアラームに対して定められ
ている第３の色での点滅表示とするステップ
　を備えることを特徴とするアラーム表示方法。
【請求項９】
　請求項６～８の何れか１項に記載されたアラーム表示方法において、
　前記表示領域にこの領域がアラームの発生状態を通知する領域であることを示すマーク
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を表示するステップ
　を備えることを特徴とするアラーム表示方法。
【請求項１０】
　請求項６～９の何れか１項に記載されたアラーム表示方法において、
　発生元が確認されていない前記アラームの総数を未確認数として求め、この求めた未確
認数を前記表示領域に表示するステップ
　を備えることを特徴とするアラーム表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、優先度が定められた複数のアラームの発生状態を画面上に定められた１つの
表示領域において表示するアラーム表示装置および方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、プロセスの状態などを管理する監視制御システムでは、中央の監視室に設け
られているディスプレイの画面上で各種の管理ポイントからのアラームを通知するように
している。このアラームの通知は、常時認識する必要があるため、音や色でオペレータに
伝える方法が一般的である。特に、色に関しては、緊急度に応じて色を変化させたり、点
滅させるなどして、アラームの発生状態や重要度を伝えている（例えば、非特許文献１参
照）。
【０００３】
　従来のアラーム通知方法の一例として、緊急度に応じて優先度が定められた複数のアラ
ームの発生状態を画面上に定められた１つの表示領域（以下、この１つの表示領域をアラ
ーム表示領域とも呼ぶ。）において表示するという方法がある。
【０００４】
　この方法では、例えば、優先度が高い順にアラームをエマージェンシーアラーム、ハイ
アラーム、ローアラームとして定め、エマージェンシーアラームが発生するとアラーム表
示領域を赤色で点滅表示し、ハイアラームが発生するとアラーム表示領域を黄色で点滅表
示し、ローアラームが発生するとアラーム表示領域を藍色で点滅表示する。
【０００５】
　この場合、赤，黄，藍などの色で点滅表示されているアラーム表示領域をマウスでクリ
ックするなどして選択すると、発生中のアラームに関しての詳細な画面が現れる。この詳
細な画面で、アラームの発生元を確認すると、点滅表示されていたアラーム表示領域が点
灯表示へと変わる。
【０００６】
　これにより、例えば、アラーム表示領域が赤色で点滅表示していれば、エマージェンシ
ーアラームの発生中で、そのアラームが未確認の状態であることが分かる。また、アラー
ム表示領域が赤色で点灯表示していれば、エマージェンシーアラームの発生中ではあるが
、そのアラームが確認された状態にあることが分かる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００２－２２２０１２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、従来においては、発生中且つ未確認のアラームを伝えることを最優先と
しているため、確認済みの優先度の高いアラームが見過ごされてしまう虞があった。この
問題について、図１２を用いて、具体的に説明する。なお、図１２において、ＡＲは画面
上に定められたアラーム表示領域であり、＃Ｘ，＃Ｙ，＃Ｚは遷移後の表示状態である。
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【０００９】
　今、エマージェンシーアラームＥが発生したとする。すると、画面上のアラーム表示領
域ＡＲが赤色で点滅する（＃Ｘ）。アラーム表示領域ＡＲをマウスでクリックするなどし
て選択すると、発生中のアラームに関しての詳細な画面が表示される。この詳細な画面で
、エマージェンシーアラームＥの発生元を確認すると、画面上のアラーム表示領域ＡＲが
赤色での点灯表示に変わる（＃Ｙ）。
【００１０】
　この状態で、例えば、ローアラームＬが発生したとする。すると、画面上のアラーム表
示領域ＡＲが藍色で点滅する（＃Ｚ）。この場合、エマージェンシーアラームＥを確認し
たオペレータは、まだエマージェンシーアラームＥが発生していることを認識しているが
、画面上のアラーム表示領域ＡＲは藍色での点滅に変わっているため、他のオペレータは
画面上のアラーム表示領域ＡＲを見ただけでは、ローアラームＬが発生中であることしか
認識することができない。このため、エマージェンシーアラームＥが見過ごされてしまう
可能性がある。
【００１１】
　本発明は、このような課題を解決するためになされたもので、その目的とするところは
、確認済みの優先度の高いアラームの発生を見過ごしてしまう虞のないアラーム表示装置
および方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　このような目的を達成するために本発明は、優先度が高い第１のアラームとこの第１の
アラームよりも優先度が低い第２のアラームとを含む優先度が定められた複数のアラーム
の発生状態を画面上に定められた１つの表示領域（アラーム表示領域（ＡＲ））において
表示するアラーム表示装置であって、第１のアラームが発生した場合、アラーム表示領域
を第１のアラームに対して定められている第１の色で点滅表示させる第１の表示処理手段
（１）と、アラーム表示領域の第１の色での点滅表示中、第１のアラームの発生元が確認
された場合、アラーム表示領域の第１の色での点滅表示を第１の色での点灯表示に変更す
る第２の表示処理手段（２）と、アラーム表示領域の第１の色での点灯表示中、第２のア
ラームが発生した場合、アラーム表示領域を第１の表示領域（ＡＲ１）と第２の表示領域
（ＡＲ２）とに分け、第１の表示領域を第１の色での点灯表示とし、第２の表示領域を第
２のアラームに対して定められている第２の色での点滅表示とする第３の表示処理手段（
３）とを備えることを特徴とする。
【００１３】
　この発明において、優先度の高い第１のアラーム（例えば、エマージェンシーアラーム
）が発生すると、アラーム表示領域が第１のアラームに対して定められている第１の色（
例えば、赤色）で点滅表示する。なお、この場合のアラーム表示領域の点滅表示は、アラ
ーム表示領域全体を点滅表示させるようにしてもよいし、アラーム表示領域の一部の領域
を点滅表示させるものとしてもよい。例えば、第１の表示領域（ＡＲ１）を赤色で点灯さ
せ、第２の表示領域ＡＲ２を赤色で点滅させるなどの方法が考えられる。
【００１４】
　このアラーム表示領域の第１の色での点滅表示中、第１のアラームの発生元が確認され
ると、アラーム表示領域の第１の色での点滅表示が第１の色での点灯表示に変更される。
このアラーム表示領域の第１の色での点灯表示中、第２のアラーム（例えば、ローアラー
ム）が発生した場合、アラーム表示領域が第１の表示領域と第２の表示領域とに分けられ
、第１の表示領域が第１の色での点灯表示とされ、第２の表示領域が第２のアラームに対
して定められている第２の色（例えば、藍色）での点滅表示とされる。
【００１５】
　これにより、確認済みの優先度の高い第１のアラームと発生中の優先度の低い第２のア
ラームとが同時に１つのアラーム表示領域中に表示されるものとなり、確認済みの優先度
が高いアラームを見過ごしてしまう虞がなくなる。
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【００１６】
　なお、上記説明では、一例として、発明の構成要素に対応する図面上の構成要素を、括
弧を付した参照符号によって示している。
【発明の効果】
【００１７】
　以上説明したことにより、本発明によれば、画面上のアラーム表示領域が第１の表示領
域と第２の表示領域とに分けられ、優先度が高い確認済みのアラームが第１の表示領域に
、優先度が低い未確認のアラームが第２の表示領域に表示されるものとなり、確認済みの
優先度の高いアラームの発生を見過ごしてしまう虞がなくなる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、本発明の実施の形態に係るアラーム表示装置のハードウェア構成の概略
を示す図である。
【図２】図２は、図１に示したアラーム表示装置におけるＣＰＵがアラーム表示プログラ
ムに従って実行する処理動作の第１例（実施の形態１）を説明する図（アラーム発生時の
表示状態の遷移図）である。
【図３】図３は、アラームＡの発生時にアラーム領域の一部を点滅表示させるようにした
例を示す図である。
【図４】図４は、実施の形態１のアラーム表示装置の要部の機能ブロック図である。
【図５】図５は、図１に示したアラーム表示装置におけるＣＰＵがアラーム表示プログラ
ムに従って実行する処理動作の第２例（実施の形態２）を説明する図（アラーム発生時の
表示状態の遷移図）である。
【図６】図６は、エマージェンシーアラームＥの発生時にアラーム領域の一部を点滅表示
させるようにした例を示す図である。
【図７】図７は、実施の形態２のアラーム表示装置の要部の機能ブロック図である。
【図８】図８は、アラーム表示領域にマークおよび未確認数を表示するようにした例を示
す図である。
【図９】図９は、図８においてアラーム表示領域を第１の表示領域と第２の表示領域とに
分けた場合の表示例を示す図である。
【図１０】図１０は、アラーム表示領域を３つのアラーム表示領域に分けるようにした例
を示す図である。
【図１１】図１１は、アラーム表示領域にマークおよび未確認数を表示する機能を実施の
形態１のアラーム表示装置に追加した例を示す図である。
【図１２】図１２は、従来の問題を具体的に説明する図（従来のアラーム発生時の表示状
態の遷移図）である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。図１に本発明の実施の形
態に係るアラーム表示装置１００のハードウェア構成の概略を示す。
【００２０】
　このアラーム表示装置１００は、中央演算処理装置（ＣＰＵ）１０１と、ランダムアク
セスメモリ（ＲＡＭ）１０２と、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）１０３と、ハードディス
クなどの記憶装置１０４と、各種インタフェース１０５～１０７とを備えたコンピュータ
からなり、周辺機器として、ディスプレイ１０８やキーボード１０９、マウス１１０など
が接続されている。
【００２１】
　このアラーム表示装置１００には、本実施の形態の特有のプログラムとして、アラーム
表示プログラムＰＧ１がインストールされている。このアラーム表示プログラムＰＧ１は
、例えばＣＤ－ＲＯＭなどの記録媒体に記録された状態で提供され、この記録媒体から読
み出されて記憶装置１０４に記録され、使用可能な状態としてアラーム表示装置１００に
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インストールされている。
【００２２】
　このアラーム表示装置１００において、ＣＰＵ１０１は、インターフェイス１０５～１
０７を介して与えられる各種入力情報を処理することで、ＲＡＭ１０２やＲＯＭ１０３、
記憶装置１０４にアクセスしながら、アラーム表示装置１００にインストールされている
アラーム表示プログラムＰＧ１に従って動作する。
【００２３】
〔実施の形態１〕
　先ず、実施の形態１として、図２に示す表示状態の遷移図を用いて、アラーム表示プロ
グラムＰＧ１に従ってＣＰＵ１０１が実行する処理動作の第１例を説明する。
【００２４】
　なお、この実施の形態１では、最も単純な例として、発生するアラームは、優先度が高
いアラームＡと、アラームＡよりも優先度が低いアラームＢの２つとする。また、アラー
ム表示領域ＡＲは、ディスプレイ１０８の画面の上部に他の機能の表示領域と併せてイン
ディケータのボタンとして常に表示されており、アラームの未発生時の色はグレーとされ
ている。この実施の形態１では、アラームＡが本発明でいう優先度が高い第１のアラーム
に相当し、アラームＢが優先度が低い第２のアラームに相当する。
【００２５】
　ＣＰＵ１０１は、アラームＡが発生すると、アラーム表示領域ＡＲをアラームＡに対し
て定められている色（この例では、赤色）で点滅表示（赤⇔グレー）させる（＃１）。Ｃ
ＰＵ１０１は、アラーム表示領域ＡＲがマウス１１０でクリックするなどして選択される
と、発生中のアラームに関しての詳細な画面を表示する。この詳細な画面で、アラームＡ
の発生元が確認されると、ＣＰＵ１０１は、アラーム表示領域ＡＲを赤色での点灯表示に
変える（＃２）。
【００２６】
　この状態（＃２の表示状態）で、アラームＢが発生したとする。すると、ＣＰＵ１０１
は、アラーム表示領域ＡＲを第１の表示領域ＡＲ１（左上の領域）と第２の表示領域（右
下の領域）ＡＲ２とに分け、第１の表示領域ＡＲ１を赤色での点灯表示とし、第２の表示
領域ＡＲ２をアラームＢに対して定められている色（この例では、藍色）での点滅表示（
藍⇔グレー）とする（＃３）。
【００２７】
　このようにして、本実施の形態では、画面上のアラーム表示領域ＡＲが第１の表示領域
ＡＲ１と第２の表示領域ＡＲ２とに分けられ、優先度が高い確認済みのアラームＡが第１
の表示領域ＡＲ１に、優先度が低い未確認のアラームＢが第２の表示領域ＡＲ２に表示さ
れるものとなり、確認済みの優先度の高いアラームＡの発生を見過ごしてしまう虞がなく
なる。
【００２８】
　なお、＃３の表示状態において、第２の表示領域ＡＲ２がマウス１１０でクリックする
などして選択されると、ＣＰＵ１０１は、発生中のアラームに関しての詳細な画面を表示
する。この詳細な画面で、アラームＢの発生元が確認されると、ＣＰＵ１０１は、２つに
分けられているアラーム表示領域ＡＲ１，ＡＲ２を元の１つのアラーム表示領域ＡＲに戻
し、この１つに戻されたアラーム表示領域ＡＲを赤色での点灯表示とする（＃２）。
【００２９】
　また、＃２の表示状態において、アラームＡが発生した場合、ＣＰＵ１０１は、アラー
ム表示領域ＡＲを赤色での点滅表示とする（＃１）。また、＃３の表示状態において、ア
ラームＡが発生した場合、ＣＰＵ１０１は、２つに分けられているアラーム表示領域ＡＲ
１，ＡＲ２を元の１つのアラーム表示領域ＡＲに戻し、この１つに戻されたアラーム表示
領域ＡＲを赤色での点滅表示とする（＃１）。
【００３０】
　なお、図２に示した例では、アラームＡの発生時、アラーム表示領域ＡＲ全体を赤色で
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点滅表示させるようにしたが、図３に示すように、アラーム表示領域ＡＲを第１の表示領
域ＡＲ１と第２の表示領域ＡＲ２とに分け、第１の表示領域ＡＲ１を赤色での点灯表示と
し、第２の表示領域ＡＲ２を赤色での点滅表示とするようにしてもよい。この場合、アラ
ーム発生領域ＡＲの全体ではなく、アラーム発生領域ＡＲの一部が点滅表示するが、アラ
ームＡの発生時のアラーム表示領域ＡＲの赤色での点滅表示として、このような形態の点
滅表示も含まれるものである。
【００３１】
　図４に、実施の形態１のアラーム表示装置１００（１００Ａ）の要部の機能ブロック図
を示す。このアラーム表示装置１００Ａは、ＣＰＵ１０１の処理機能として、優先度が高
いアラームＡが発生した場合、アラーム表示領域ＡＲをアラームＡに対して定められてい
る色（この例では、赤色）で点滅表示させる第１の表示処理部１と、アラーム表示領域Ａ
Ｒの赤色での点滅表示中、アラームＡの発生元が確認された場合、アラーム表示領域ＡＲ
の赤色での点滅表示を赤色での点灯表示に変更する第２の表示処理部２とを備えている。
【００３２】
　また、アラーム表示装置１００Ａは、アラーム表示領域ＡＲの赤色での点灯表示中、優
先度が低いアラームＢが発生した場合、アラーム表示領域ＡＲを第１の表示領域ＡＲ１と
第２の表示領域ＡＲとに分け、第１の表示領域ＡＲ１を赤色での点灯表示とし、第２の表
示領域ＡＲ２をアラームＢに対して定められている色（この例では、藍色）での点滅表示
とする第３の表示処理部３と、アラーム表示領域ＡＲを第１の表示領域ＡＲ１と第２の表
示領域ＡＲ２とに分けてのアラームの表示中、アラームＢの発生元が確認された場合、第
１の表示領域ＡＲ１と第２の表示領域ＡＲ２とに分けられているアラーム表示領域ＡＲを
元の１つのアラーム表示領域ＡＲに戻し、この１つに戻されたアラーム表示領域ＡＲを赤
色での点灯表示とする第４の表示処理部４とを備えている。
【００３３】
　なお、このアラーム表示装置１００Ａにおいて、第１の表示処理部１は、上述した機能
に加えて、アラーム表示領域ＡＲの赤色での点灯中やアラーム表示領域ＡＲを第１の表示
領域ＡＲ１と第２の表示領域ＡＲ２とに分けてのアラームの表示中、アラームＡが発生し
た場合、アラーム表示領域ＡＲを赤色での点滅表示とする機能も備えている。
【００３４】
〔実施の形態２〕
　次に、実施の形態２として、図５に示す表示状態の遷移図を用いて、アラーム表示プロ
グラムＰＧ１に従ってＣＰＵ１０１が実行する処理動作の第２例を説明する。
【００３５】
　なお、この実施の形態２において、発生するアラームは、エマージェンシーアラームＥ
、ハイアラームＨ、ローアラームＬの３つとする。また、アラーム表示領域ＡＲは、ディ
スプレイ１０８の画面の上部に他の機能の表示領域と併せてインディケータのボタンとし
て常に表示されており、アラームの未発生時の色はグレーとされている。
【００３６】
　この実施の形態２では、エマージェンシーアラームＥが本発明でいう第１のアラームに
相当し、ローアラームＬが第２のアラームに相当し、ハイアラームＨが第３のアラームに
相当する。これらのアラームは、エマージェンシーアラームＥ、ハイアラームＨ、ローア
ラームＬの順に優先度が高いアラームとされている。
【００３７】
　ＣＰＵ１０１は、エマージェンシーアラームＥが発生すると、アラーム表示領域ＡＲを
エマージェンシーアラームＥに対して定められている色（この例では、赤色）で点滅表示
（赤⇔グレー）させる（＃１１）。ＣＰＵ１０１は、アラーム表示領域ＡＲがマウス１１
０でクリックするなどして選択されると、発生中のアラームに関しての詳細な画面を表示
する。この詳細な画面で、エマージェンシーアラームＥの発生元が確認されると、ＣＰＵ
１０１は、アラーム表示領域ＡＲを赤色での点灯表示に変える（＃１２）。
【００３８】
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　この状態（＃１２の表示状態）で、ハイアラームが発生したとする。すると、ＣＰＵ１
０１は、アラーム表示領域ＡＲを第１の表示領域ＡＲ１（左上の領域）と第２の表示領域
（右下の領域）ＡＲ２とに分け、第１の表示領域ＡＲ１を赤色での点灯表示とし、第２の
表示領域ＡＲ２をハイアラームＨに対して定められている色（この例では、黄色）での点
滅表示（黄⇔グレー）とする（＃１３）。
【００３９】
　また、＃１２の表示状態で、ローアラームＬが発生したとする。すると、ＣＰＵ１０１
は、アラーム表示領域ＡＲを第１の表示領域ＡＲ１（左上の領域）と第２の表示領域（右
下の領域）ＡＲ２とに分け、第１の表示領域ＡＲ１を赤色での点灯表示とし、第２の表示
領域ＡＲ２をローアラームＬに対して定められている色（この例では、藍色）での点滅表
示（藍⇔グレー）とする（＃１４）。
【００４０】
　このようにして、本実施の形態では、画面上のアラーム表示領域ＡＲが第１の表示領域
ＡＲ１と第２の表示領域ＡＲ２とに分けられ、優先度が最も高い確認済みのエマージェン
シーアラームＥが第１の表示領域ＡＲ１に、優先度が低い未確認のハイアラームＨやロー
アラームＬが第２の表示領域ＡＲ２に表示されるものとなり、確認済みの優先度が最も高
いエマージェンシーアラームＥの発生を見過ごしてしまう虞がなくなる。
【００４１】
　なお、＃１４の表示状態において、ハイアラームＨが発生すると、ＣＰＵ１０１は、第
２の表示領域ＡＲ２を黄色での点滅表示とする。これにより、＃１４の表示状態は、＃１
３の表示状態に遷移する。＃１３の表示状態において、ローアラームＬが発生した場合、
ＣＰＵ１０１は、＃１３の表示状態を維持する。
【００４２】
　また、＃１３の表示状態において、第２の表示領域ＡＲ２がマウス１１０でクリックす
るなどして選択されると、ＣＰＵ１０１は、発生中のアラームに関しての詳細な画面を表
示する。この詳細な画面で、ハイアラームＨの発生元が確認されると、ＣＰＵ１０１は、
２つに分けられているアラーム表示領域ＡＲ１，ＡＲ２を元の１つのアラーム表示領域Ａ
Ｒに戻し、この１つに戻されたアラーム表示領域ＡＲを赤色での点灯表示とする（＃１２
）。
【００４３】
　また、＃１４の表示状態において、第２の表示領域ＡＲ２がマウス１１０でクリックす
るなどして選択されると、ＣＰＵ１０１は、発生中のアラームに関しての詳細な画面を表
示する。この詳細な画面で、ローアラームＬの発生元が確認されると、ＣＰＵ１０１は、
２つに分けられているアラーム表示領域ＡＲ１，ＡＲ２を元の１つのアラーム表示領域Ａ
Ｒに戻し、この１つに戻されたアラーム表示領域ＡＲを赤色での点灯表示とする（＃１２
）。
【００４４】
　また、＃１２の表示状態において、エマージェンシーアラームＥが発生した場合、ＣＰ
Ｕ１０１は、アラーム表示領域ＡＲを赤色での点滅表示とする（＃１１）。また、＃１３
の表示状態や＃１４の表示状態において、エマージェンシーアラームＥが発生した場合、
ＣＰＵ１０１は、２つに分けられているアラーム表示領域ＡＲ１，ＡＲ２を元の１つのア
ラーム表示領域ＡＲに戻し、この１つに戻されたアラーム表示領域ＡＲを赤色での点滅表
示とする（＃１１）。
【００４５】
　なお、図５に示した例では、エマージェンシーアラームＥの発生時、アラーム表示領域
ＡＲ全体を赤色で点滅表示させるようにしたが、図６に示すように、アラーム表示領域Ａ
Ｒを第１の表示領域ＡＲ１と第２の表示領域ＡＲ２とに分け、第１の表示領域ＡＲ１を赤
色での点灯表示とし、第２の表示領域ＡＲ２を赤色での点滅表示とするようにしてもよい
。この場合、アラーム発生領域ＡＲの全体ではなく、アラーム発生領域ＡＲの一部が点滅
表示するが、エマージェンシーアラームＥの発生時のアラーム表示領域ＡＲの赤色での点
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滅表示として、このような形態の点滅表示も含まれるものである。
【００４６】
　図７に、実施の形態２のアラーム表示装置１００（１００Ｂ）の要部の機能ブロック図
を示す。このアラーム表示装置１００Ｂは、ＣＰＵ１０１の処理機能として、エマージェ
ンシーアラームＥが発生した場合、アラーム表示領域ＡＲをエマージェンシーアラームＥ
に対して定められている色（この例では、赤色）での点滅表示とする第１の表示処理部１
１と、アラーム表示領域ＡＲの赤色での点滅表示中、エマージェンシーアラームＥの発生
元が確認された場合、アラーム表示領域ＡＲの赤色での点滅表示を赤色での点灯表示に変
更する第２の表示処理部１２とを備えている。
【００４７】
　また、アラーム表示装置１００Ｂは、アラーム表示領域ＡＲの赤色での点灯表示中、ロ
ーアラームＬが発生した場合、アラーム表示領域ＡＲを第１の表示領域ＡＲ１と第２の表
示領域ＡＲとに分け、第１の表示領域ＡＲ１を赤色での点灯表示とし、第２の表示領域Ａ
Ｒ２をローアラームＬに対して定められている色（この例では、藍色）での点滅表示とす
る第３の表示処理部１３と、アラーム表示領域ＡＲを第１の表示領域ＡＲ１と第２の表示
領域ＡＲ２とに分けてのアラームの表示中、ローアラームＬの発生元が確認された場合、
第１の表示領域ＡＲ１と第２の表示領域ＡＲ２とに分けられているアラーム表示領域ＡＲ
を元の１つのアラーム表示領域ＡＲに戻し、この１つに戻されたアラーム表示領域ＡＲを
赤色での点灯表示とする第４の表示処理部１４とを備えている。
【００４８】
　また、アラーム表示装置１００Ｂは、アラーム表示領域ＡＲの赤色での点灯表示中、ハ
イアラームＨが発生した場合、アラーム表示領域ＡＲを第１の表示領域ＡＲ１と第２の表
示領域ＡＲとに分け、第１の表示領域ＡＲ１を赤色での点灯表示とし、第２の表示領域Ａ
Ｒ２をハイアラームＨに対して定められている色（この例では、黄色）での点滅表示とす
る第５の表示処理部１５と、アラーム表示領域ＡＲを第１の表示領域ＡＲ１と第２の表示
領域ＡＲ２とに分けてのアラームの表示中、ハイアラームＨの発生元が確認された場合、
第１の表示領域ＡＲ１と第２の表示領域ＡＲ２とに分けられているアラーム表示領域ＡＲ
を元の１つのアラーム表示領域ＡＲに戻し、この１つに戻されたアラーム表示領域ＡＲを
赤色での点灯表示とする第６の表示処理部１６とを備えている。
【００４９】
　なお、このアラーム表示装置１００Ｂにおいて、第１の表示処理部１１は、上述した機
能に加えて、アラーム表示領域ＡＲの赤色での点灯中やアラーム表示領域ＡＲを第１の表
示領域ＡＲ１と第２の表示領域ＡＲ２とに分けてのアラームの表示中、エマージェンシー
アラームＥが発生した場合、アラーム表示領域ＡＲを赤色での点滅表示とする機能も備え
ている。
【００５０】
　また、第５の表示処理部１５は、第３の表示処理１３によるアラーム表示領域ＡＲを第
１の表示領域ＡＲ１と第２の表示領域ＡＲ２とに分けてのアラームの表示中、ハイアラー
ムＨが発生した場合、第２の表示領域ＡＲ２をハイアラームＨに対して定められている色
（この例では、黄色）での点滅表示とする機能も備えている。
【００５１】
　なお、上述した実施の形態では、アラーム表示領域ＡＲの色をアラームの優先度に応じ
て変化させたり、点滅／点灯させるなどして、アラームの発生状態を伝えるようにしたが
、このアラーム表示領域ＡＲにこの領域がアラームの発生状態を通知する領域であること
を示すマークを表示させるようにしてもよい。また、このアラーム表示領域ＡＲに発生元
が確認されていないアラームの総数を未確認数として表示させるようにしてもよい。
【００５２】
　例えば、図８に示すように、アラーム表示領域ＡＲにこの領域がアラームの発生状態を
通知する領域であることを示すマークＭ１（この例では、ベルのマーク）を表示させるよ
うにする。また、発生元が確認されていないアラームの総数を求め、この求めたアラーム
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いて、未確認数Ｍ２は最大３桁とし、３桁未満の場合０埋めしないものとする。
【００５３】
　図８に示した例において、アラーム表示領域ＡＲを赤色で点滅表示させるような場合に
は、マークＭ１や未確認数Ｍ２の背景の色を赤色とし、この赤色とされた背景を点滅させ
るようにするとよい。
【００５４】
　また、図８に示した例において、アラーム表示領域ＡＲを第１の表示領域ＡＲ１と第２
の表示領域ＡＲ２とに分け、第２の表示領域ＡＲ２を赤色や黄色、藍色で点滅表示させる
ような場合には、図９に示すように、マークＭ１や未確認数Ｍ２が透けるような形で点滅
表示させるようにするとよい。
【００５５】
　図１１に、アラーム表示領域ＡＲにマークＭ１や未確認数Ｍ２を表示する機能を実施の
形態１のアラーム表示装置１００Ａに追加した例をアラーム表示装置１００Ａ’として示
す。このアラーム表示装置１００Ａ’では、図４に示したアラーム表示装置１００Ａに対
して、マーク表示部５と未確認数算出表示部６とが追加されている。このアラーム表示装
置１００Ａ’において、マーク表示部５は、アラーム表示領域ＡＲにマークＭ１を表示す
る。未確認数算出表示部６は、発生元が確認されていないアラームの総数を求め、この求
めたアラームの総数を未確認数Ｍ２としてアラーム表示領域ＡＲに表示する。
【００５６】
　また、上述した実施の形態では、画面上のアラーム表示領域ＡＲを第１の表示領域ＡＲ
１と第２の表示領域ＡＲ２の２つに分けるようにしたが、２つに限られるものではない。
例えば、図１０に示すように、アラーム表示領域ＡＲを３つの表示領域ＡＲ１，ＡＲ２，
ＡＲ３に分けるようにし、表示領域ＡＲ１に確認済みのエマージェンシーアラームＥを表
示するようにし、表示領域ＡＲ２に未確認のハイアラームＨを表示するようにし、表示領
域ＡＲ３に未確認のローアラームＬを表示するなどしてもよい。
【００５７】
　また、上述した実施の形態２では、優先度が定められたアラームの数をエマージェンシ
ーアラーム、ハイアラーム、ローアラームの３つとしたが、優先度が定められたアラーム
の数（アラームの種別）をさらに増やしてもよい。
【００５８】
〔実施の形態の拡張〕
　以上、実施の形態を参照して本発明を説明したが、本発明は上記の実施の形態に限定さ
れるものではない。本発明の構成や詳細には、本発明の技術思想の範囲内で当業者が理解
し得る様々な変更をすることができる。
【符号の説明】
【００５９】
　１…第１の表示処理部、２…第２の表示処理部、３…第３の表示処理部、４…第４の表
示処理部、５…マーク表示部、６…未確認数算出表示部、１１…第１の表示処理部、１２
…第２の表示処理部、１３…第３の表示処理部、１４…第４の表示処理部、１５…第５の
表示処理部、１６…第６の表示処理部、ＡＲ…アラーム表示領域、ＡＲ１…第１の表示領
域、ＡＲ２…第２の表示領域、ＡＲ３…第３の表示領域、Ｍ１…マーク、Ｍ２…未確認数
、１００（１００Ａ，１００Ｂ）…アラーム表示装置、１０１…ＣＰＵ、１０２…ＲＡＭ
、１０３…ＲＯＭ、１０４…記憶装置、１０５～１０７…インターフェイス、１０８…デ
ィスプレイ、１０９…キーボード、１１０…マウス。
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